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航
空
学
生
第
１
次
試

験
会
場
の
ひ
と
つ
で
あ

る
大
村
市
会
場
で
は
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
を
目
指
す

71
名
の
若
人
が
試
験
に

臨
み
、
受
験
者
は
こ
れ

ま
で
の
準
備
で
蓄
え
た

知
識
を
答
案
用
紙
に
ぶ

つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
集
中
し
た

雰
囲
気
が
支
配
す
る
会

場
は
鉛
筆
を
走
ら
す
音

だ
け
が
響
い
て
い
ま
し

た
。

　

一
般
曹
候
補
生
第
１

次
試
験
に
お
い
て
は
、

受
験
者
が
試
験
に
遅
れ

ず
万
全
の
状
態
で
挑
め

る
よ
う
、
受
付
開
始
の

約
２
時
間
前
か
ら
受
験

会
場
に
乗
り
込
み
、
試

験
科
目
の
見
直
し
、
準

備
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
衛
隊
の
幹

部
を
養
成
す
る
防
衛

大
学
校
の
推
薦
・
総
合

選
抜
試
験
も
９
月
28
日

（
土
）・
29
日
（
日
）
に

実
施
さ
れ
、
県
内
か
ら

男
女
合
わ
せ
て
９
名
が

受
験
し
ま
し
た
。

　

　

９
月
23
日
（
月
）
に

雲
仙
市
国
見
町
で
開
催

さ
れ
た
「
く
に
み
の
日
」

の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、

第
16
普
通
科
連
隊
の
支

援
を
得
て
ブ
ー
ス
を
設

置
し
、
募
集
広
報
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

今
年
で
26
回
目
を
迎
え
、

９
２
３(

く
に
み)

の
語

呂
に
合
わ
せ
毎
年
実
施

さ
れ
て
お
り
、
開
催
当

日
は
１
８
０
０
０
人
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

ブ
ー
ス
で
は
、
第
16

普
通
科
連
隊
に
よ
る
軽

装
甲
機
動
車
と
偵
察
用

オ
ー
ト
バ
イ
の
展
示
の

ほ
か
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
制

服
の
試
着
及
び
Ｖ
Ｒ

ゴ
ー
グ
ル
体
験
等
を
準

備
し
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
格
的
な
自
衛
官
採
用
試
験
の

　
　
　
　
季
節
が
や
っ
て
き
た
！

　
　
　
　
　
～
県
内
各
地
で
自
衛
官
採
用
試
験
は
じ
ま
る
～

　

長
崎
地
本
（
本
部
長　

西
田
洋
一
郎
１
海
佐
）
で
は
、
離
島
を
含
む

県
内
各
地
に
試
験
会
場
を
設
置
し
、
全
地
本
部
員
を
は
じ
め
、
陸
海
空

各
部
隊
の
支
援
の
下
、
総
力
を
挙
げ
て
各
種
目
採
用
試
験
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

９
月
16
日
（
月
）
航
空
学
生
第
１
次
試
験
の
採
用
試
験
を
皮
切
り
に
、

20
日
（
金
）
に
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）、
21
日
（
土
）
に
一
般
曹
候
補

生
第
１
次
試
験
、
22
日
（
日
）
に
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）
の
採
用
試

験
、25
日
（
水
）
か
ら
30
日
（
月
）
ま
で
の
間
、自
衛
官
候
補
生
（
男
女
）

の
身
体
検
査
を
実
施
し
、
合
計
８
６
１
名
の
志
願
者
が
受
験
し
ま
し
た
。

　

　　

更
に
10
月
中
旬
か

ら
、
一
般
曹
候
補
生

第
２
次
試
験
、
４
年

制
の
看
護
師
養
成
課

程
で
あ
る
防
衛
医
科

大
学
校
看
護
学
科
学

生
、
６
年
制
の
医
師

養
成
課
程
で
あ
る
防

衛
医
科
大
学
校
医
学

科
学
生
の
採
用
試
験

も
実
施
し
、
11
月
に

は
、
防
衛
大
学
校
の

一
般
（
前
期
）
試
験

等
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の

若
者
が
自
衛
官
と
い

う
職
業
の
魅
力
を
理

解
し
、
志
願
し
て
く

れ
る
こ
と
を
願
い
、

日
夜
、
募
集
広
報
活

動
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
引
き
続
き

皆
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
募
集
課
）

長崎地本公式 HP 

長崎地本公式 twitter

　

島
原
地
域
事
務
所
は
、
2
週
に
わ
た
っ
て
島
原
半
島
で
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
、
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
原
半
島
で
2
週
に
わ
た
り
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ

　

台
風
一
過
で
天
候
が

回
復
し
た
中
、
ミ
ニ

チ
ュ
ア
制
服
を
着
用
し

た
子
供
達
は
普
段
見
る

こ
と
の
な
い
装
備
品
に

大
喜
び
し
、
家
族
み
ん

な
で
の
写
真
撮
影
や
Ｖ

Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
で
ブ
ル
ー

イ
ン
パ
ル
ス
の
飛
行
を

体
験
す
る
な
ど
、
自
衛

隊
ブ
ー
ス
に
訪
れ
た
約

３
２
０
名
の
参
加
者
は

大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
か

ら
は
、「
台
風
で
中
止
に

な
る
か
と
思
い
ま
し
た

が
、
楽
し
み
に
し
て
い

た
の
で
開
催
さ
れ
て
本

当
に
嬉
し
い
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
、
大
変
励

み
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
く
に
み
の
日
】

【
口
之
津
図
書
館
ま
つ
り
】

　

９
月
28
日
（
土
）
に
南

島
原
市
口
之
津
町
で
開
催

さ
れ
た
「
口
之
津
図
書
館

祭
」
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て

ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
広
報

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
小

さ
い
子
か
ら
大
人
ま
で
本

に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
図
書
館

開
館
の
日
に
合
わ
せ
て
毎

年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
当

日
は
約
１
０
０
名
の
方
々

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
ブ
ー
ス
で
は
、

ミ
ニ
チ
ュ
ア
制
服
の
試
着

及
び
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
体
験

等
を
準
備
し
自
衛
隊
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
し
た
。

　

子
供
達
や
保
護
者
は
普

段
着
る
こ
と
な
い
自
衛
隊

の
制
服
に
興
味
津
々
で
ど

れ
を
着
る
か
ワ
ク
ワ
ク
し

な
が
ら
制
服
を
選
び
、
自

衛
隊
の
装
備
品
が
写
る
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
を
背
景
に
写

真
撮
影
を
し
た
り
、
Ｖ
Ｒ

ゴ
ー
グ
ル
で
パ
イ
ロ
ッ
ト

　

体
験
を
楽
し
ん
だ
り
す
る

な
ど
、
参
加
者
は
大
い
に

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら

は
、「
制
服
の
試
着
が
出

来
る
と
聞
い
て
、
楽
し
み

に
し
て
き
ま
し
た
。」
な

ど
と
話
し
、
自
衛
隊
に
対

す
る
関
心
の
高
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　　　

雲
仙
市
自
衛
隊
家
族
会

な
ら
び
に
南
島
原
市
自
衛

隊
家
族
会
の
皆
様
に
は
、

ミ
ニ
チ
ュ
ア
制
服
試
着
の

支
援
や
地
域
住
民
に
対
す

る
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｒ
等
に
ご

協
力
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

島
原
地
域
事
務
所
は
、

団
結
力
溢
れ
る
雲
仙
市
、

南
島
原
市
家
族
会
に
負
け

な
い
よ
う
一
致
団
結
し
て

自
衛
官
等
募
集
業
務
に
邁

進
す
る
所
存
で
す
。

　　
　
（
島
原
地
域
事
務
所
）
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地域密着のまつりにおいて艦艇等広報実施

　

陸
自
車
両
展
示
に
設
置
さ
れ
た

災
害
派
遣
の
紹
介
パ
ネ
ル
を
見
た

来
場
者
か
ら
は
、「
災
害
派
遣
の

様
子
が
わ
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ

て
い
て
良
か
っ
た
」
や
「
大
変
な

お
仕
事
で
す
ね
。
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、

今
後
の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

琴
海
地
域
事
務
所
は
、
今
後
も

地
域
に
密
着
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
積

極
的
に
参
加
し
、
自
衛
隊
の
活
動

に
つ
い
て
広
く
皆
様
に
ご
理
解
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
１
人
で
も
多

く
の
若
者
に
自
衛
官
を
志
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
（
琴
海
地
域
事
務
所
）

　

琴
海
地
域
事
務
所
は
、
８
月
25
日

（
日
）
時
津
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
公

園
内
（
西
彼
杵
郡
時
津
町
）
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
「
と
ぎ
つ
夏
ま
つ
り
」

に
お
い
て
募
集
ブ
ー
ス
を
開
設
し
、

広
報
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
地
域
に
根
ざ
し

た
ま
つ
り
を
目
指
し
て
各
種
団
体
の

交
流
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
郷
土

愛
を
醸
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
長
崎
地
本

の
参
加
は
今
回
で
３
回
目
で
す
。

　

当
日
は
、
小
雨
の
あ
い
に
く
の
天

候
で
し
た
が
、
海
上
自
衛
隊
佐
世
保

警
備
隊
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
艇
「
お
お

た
か
」、
水
中
処
分
母
船
５
号
の
一
般

公
開
、
特
別
機
動
船
の
体
験
搭
乗
や

陸
上
自
衛
隊
第
16
普
通
科
連
隊
に
よ

る
軽
装
甲
機
動
車
等
の
装
備
品
展
示

な
ど
の
支
援
を
受
け
、
募
集
ブ
ー
ス

を
開
設
し
ま
し
た
。

　

募
集
ブ
ー
ス
に
は
多
数
ご
来
場
い

た
だ
き
、
来
場
し
た
皆
様
に
は
大
好

評
で
し
た
。

　

特
に
、
ミ
ニ
制
服
の
試
着
が
人
気

を
集
め
、
陸
自
車
両
付
近
で
制
服
姿

の
お
子
様
を
撮
影
す
る
姿
に
は
心
が

和
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
衛
隊
家
族
会
時
津
地
区

会
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
店
を
出
店
し
、

わ
ず
か
２
時
間
で
完
売
す
る
ほ
ど
注

目
を
集
め
、
集
客
に
一
役
買
っ
て
い

ま
し
た
。

　

県
内
イ
ベ
ン
ト
情
報

11
月
16
日
（
土
）・
17
日
（
日
）

　

琴
海
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
（
琴
海
町
）

11
月
23
日
（
土
）

　

勇
魚
（
い
さ
な
）
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
（
平
戸
市
）

11
月
23
日
（
土
）

　

島
原
ふ
る
さ
と
産
業
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
（
島
原
市
）

11
月
30
日
（
土
）

　

第
8
回
諌
早
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　
　
　
　

コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
（
諌
早
市
）

人　

事

【
永
年
勤
続
25
年
表
彰
】

　

総
務
課

　
　

１
等
陸
尉　

堀　
　

一
彦

　

佐
世
保
出
張
所

　
　

2
等
空
曹　

川
上　

和
孝

　

琴
海
地
域
事
務
所

　
　

2
等
陸
曹　

寺
﨑 

圭
一
郎

　

琴
海
地
域
事
務
所

　
　

2
等
空
曹　

森
永　

憲
治

　

島
原
地
域
事
務
所

　
　

2
等
海
曹　

吉
田　

禎

　
　
　
　

以
上　

11
月
1
日
付

　
　
　
　

西
部
方
面
総
監
よ
り
感
謝
状
を
受
賞

【長崎日大高校 様】 【岡田　義晴 様】

【
自
衛
官
募
集
の
功
労
に
よ
る
感
謝
状
】

　

琴
海
地
区
自
衛
官
募
集
相
談
員

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

義
晴　

様

　

長
崎
日
本
大
学
高
等
学
校　

様　

　【
予
備
自
衛
官
等
雇
用
の
功
労
に
よ
る
感
謝
状
】

　

八
江
農
芸
株
式
会
社　

様

　

医
療
法
人
祐
里
会　

姉
川
病
院　

様

　

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社　

様

　

社
会
福
祉
法
人
大
村
福
祉
会　

泉
の
里　

様　

　

【八江農芸 様】

【ＳＵＭＴＥＣ 様】【泉の里 様】 【姉川病院 様】
【
転
出
】

第
12
飛
行
教
育
団
へ

佐
世
保
出
張
所

　

空
曹
長　

松
本　

健

　
　
　
　

お世話になりました

　
　

以
上　

11
月
15
日
付

　
　
　
　

　

9
月
29
日
（
日
）
健
軍
駐
屯
地
で
行
わ
れ

た
、
西
部
方
面
隊
創
隊
64
周
年
記
念
行
事
に

お
い
て
、
自
衛
官
募
集
の
功
労
及
び
予
備
自

衛
官
等
雇
用
の
功
労
に
よ
り
、
感
謝
状
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
通
り
。

　

　

上
五
島
駐
在
員
事
務
所
は
10
月
17
日

（
木
）、
新
上
五
島
町
立
若
松
中
学
校
に
お

い
て
、
自
衛
隊
に
お
け
る
災
害
派
遣
従
事

者
に
よ
る
防
災
講
話
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
話
は
学
校
側
の
防
災
訓
練
の
一
環
と

し
て
要
望
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
生
徒
及

び
教
職
員
を
対
象
に
防
災
意
識
の
高
揚
を

目
的
と
し
て
、
震
災
等
に
対
し
普
段
か
ら

物
心
両
面
で
備
え
て
お
く
必
要
性
や
震
災

時
に
取
る
べ
き
行
動
な
ど
、
具
体
的
か
つ

分
か
り
易
い
内
容
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。

　

講
話
者
で
あ
る
本
部
総
務
班
長
の
堀
１

等
陸
尉
は
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
災
害

派
遣
に
従
事
し
た
経
験
が
豊
富
で
あ
り
、

身
に
付
い
た
教
訓
等
を
話
題
に
盛
り
込
む

と
と
も
に
巧
み
な
構
成
と
臨
場
感
あ
ふ
れ

る
説
明
で
聴
講
者
を
引
き
付
け
て
い
ま
し

た
。

　

生
徒
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
講
話
に
終
始

真
剣
な
表
情
で
耳
を
傾
け
つ
つ
、
日
頃
見

な
い
迷
彩
服
姿
の
講
話
者
に
も
注
目
し
、

興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
講
話
後
に
は
「
自
然
災
害
の

恐
ろ
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
も
し

起
こ
っ
た
ら
、
こ
の
防
災
講
話
で
得
た
知

識
で
冷
静
に
判
断
し
自
分
の
命
を
守
ろ
う

と
思
う
。」「
日
頃
か
ら
家
族
や
地
域
の
方
々

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
を

感
じ
た
。」
等
、
生
徒
た
ち
の
防
災
に
対
す

る
関
心
は
よ
り
高
く
な
り
意
欲
も
強
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
万
が
一
の
際
に
少
し
で
も
役

に
立
つ
知
識
と
な
る
よ
う
、
こ
の
よ
う
な

機
会
を
活
用
し
て
自
衛
隊
の
活
動
に
対
す

る
理
解
の
深
化
と
防
災
意
識
の
高
揚
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
上
五
島
駐
在
員
事
務
所
）

　

　　　　中学生に対し防災講話　
　　　　～災害派遣経験を交えて～


